
５年後、１０年後の瑞沢を考える

［日時］
2月 8日（水）18:30 ～ 21:00
［場所］
瑞沢小学校多目的ホール
［参加人数］
19 人
［プログラム］
・はじめに
・前回のふりかえり
・ペチャクチャテーブルについて
・まちの取り組みの事例紹介
・自己紹介
・ペチャクチャテーブル
　「目指したい未来を描いてみよう」

瑞沢 Pecha Kucha 

Table times vol.２

お茶をしながら、瑞沢に暮らす人たち同士でまちのこれからを話す瑞沢 Pecha Kucha Table（みずさわペチャ
クチャテーブル）。第二回目が２月 8日に瑞沢小学校多目的ホールで開催されました。この日のテーマは「５
年後 ,１０年後のまちの未来を話そう」。テーブルタイムスでは各回の話し合いの様子をお伝えします。

今回は、具材持ち寄りの豚汁
がふるまわれました。参加者
が持ってきた具材は大根やこ
んにゃく、ネギなどの他に餃
子なども（！）。この豚汁は
各区に今年度より配備された
防災釡でつくられました。ご
協力有難うございました！

ペチャクチャテーブルは、今
年度３回の話し合いを行い、
瑞沢地区の今後の地域づくり
の方向性と、目指したい将来
像にむけて必要な取り組みを
考えていきます。
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全体の流れ今日は持ち寄り会！

まちの資源、
課題を知る

５年後、１０年後
の暮らしを考える

やりたいこと、
出来ることを考える

前回のふりかえり

まちの未来を考える “山口県阿武町の取り組み”
山口県阿武町では「選ばれる町」をつくる。をコンセプトに町民にも、帰郷・移住希望者にも、人生の
舞台として選ばれ続ける阿武町を目指し、まちの総合戦略を策定しました。

ーみずさわ ペチャクチャ テーブル タイムス２号ー

前回のみずさわペチャクチャテーブルでは、参加者自身

が感じているまちのいいね（魅力・資源）とモヤモヤ（課

題・不安）をテーブルワーク形式で共有、最後にテーブ

ルごとに発表しました。

作成：studio-L   発行元：睦沢町役場　まちづくり課

・高齢の方の暮らしのケア

・まちで今後も暮らし続けるための交通

・子供たちが遊べる場、学べる場

・高齢者もふくめて地域の人が集まれる

   （楽しみごとがある）

・伝統文化・習慣を継いでいくこと

・小さな仕事が生まれる可能性

→大きな変化ではなく、小さな変化

これから必要とされること

自己共有タイム「私の将来の理想の暮らし」

具体的な解決方法を考える上では、住まい、仕事、

つながりの３つの多様性を大切にし、不動産業者

がいなくても空き家の将来を住民同士で託せる

「空き家管理プロジェクト」をはじめ、これから

の社会に対応する８つのプロジェクトをつくり、

「21C の暮らしかた研究所という名前で、空き家

ツアーなどをスタートさせています。

阿武町では、目指すべき未来を住民自身が考える

時、人口減少が課題なのではなく、減少に対応で

きない社会に課題があると考え、その解決方法を

考えていきました。

話し合いの前に「私の将来の生活妄想シート」を記

入し、これから１０年先まで、どこで、どんなこと

をしながら、誰と暮らしているのか、どんな楽しみ

を持っているのかテーブルごとに共有しました。ま

ちの目指したい未来を考える前にまずは個人の目指

したしたい未来を考えることが重要です。

豚汁の写真に差し替え



どのテーブルも大きくは３つのテーマ、ひと、自然環境、しごとに関する目指したい未来のイメージが見え
てきました。たくさんの移住者を増やすのではなく、今の瑞沢の良さを理解した人が多すぎず少なすぎずい
る「ちょうどいい暮らし」というのが特徴的だと思います。この「ちょうどいい」を言語化していくと、必
要とされる取り組みにつながっていくでしょう。

今日のテーマは、目指したいまちの未来。テーブルごとに、近い未来（！～３年後）から少し先の未来（１
０年後）まで、どんなまちだったら暮らし続けたいか、理想的なまちはどんなイメージか、話し合いました。
下図は各テーブルの意見をとりまとめ、整理したものです。
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各テーブルの発表からペチャクチャタイム「目指したいまちの未来をみんなで話そう」

少し先の未来
（ 10 年後～ ）

近い未来
（ 1～3年後 ）

子どもの声が地域で
聞こえるまち
（ 5 ）

引っ越してきたい
と思うまち
（ 5 ）

地域で子どもを
育てるまち
（ 4 ）

世代間の交流が
あるまち
（ 5 ）

第 3の人生を
楽しめるまち

（楽しみ・暮らし・医療）

住民主体のまち
（ 2 ）

まちの自慢が
できるまち

まちのPRを
住民が行うまち

在宅ワーク率
の高いまち

睦沢の特産品
がある（ 2 ）

ものづくりの人々
が集まるまち

まちの資源を活
かした活動がある

（ 3 ）

個人の商いが
集まるまち
（ 2 ）

ちょっとした
小商いができる

まち

住民による地域
活動が盛んなまち

（ 2 ）

ホタルが
たくさんいるまち

山の保全 獣害の軽減

車がなくても
安心して暮ら
せるまち
（ 2 ）

安心して
通える学校

子どもたちが
地域のことを学ぶ

（ 2 ）

あいさつの
あるまち

ちょっとした
助け合いが
残るまち

3地区がつなが
る祭りや行事が
あるまち

現在ある行事や
伝承文化の継承
（ 3 ）

まちの名所が
ある（ 3 ）

美しい自然が維持
されスローライフを
楽しめるまち
（ 11 ）

町内に新しい仕事が
ある・生まれるまち

（ 5 ）

農業が続けられ
る・楽しめるまち

（ 3 ）

・小学校の活用
・小中一貫校
・給食レストラン
・まきストーブ
・木造校舎

・みんなで草かり
・声かけ
・相乗り

・空き地・空き家の活用
・道の駅への出品
・移動販売

・間伐材やまちの
　産物を使ったも
　のづくり

・梅の谷
・桜
・ホタル

・野菜づくり
・料理教室

気軽に参加でき、
まちの未来や課題を
話し合う場、チーム
がある（ 3 ）


